














（1980 年党規約第 30 条）との任意規定に基づき、「党の路線と政策及び戦略戦術に関する緊急な問題
を討議決定し、自らの任務を遂行できない党中央委員会委員、候補委員或いは準候補委員を除名しその
欠員を補選する」（同）機構である。また今次党代表者会は 1958 年 3月の第 1次党代表者会、1966 年























年党規約第 21条）党大会は、1980 年の第 6次党大会開催から約 30年が経過した 1）。また「6ヶ月に
1回以上召集する」（同第 24条）党中央委員会全員会議も 1993 年 12 月の第 6期第 21次全員会議以降
は公表されず、人事面でも政治局員の欠員補充が公表されなくなった。他方、最高人民会議は任期 5年
の代議員選挙を行なって定期会議を招集するほか、国防委員会や内閣等、政権機関の人事を行ない、そ
の後の人事異動も公表してきた。特に 1998 年 9月には憲法改正を実施して国家主席制を廃止、国防委







体制」だとする解釈 5）を生じさせた。そうして 2009 年 4月の憲法改正で国防委員長を国家の「最高領































今次党代表者会では朝鮮労働党中央委員会の中央委員 124 名、候補委員 105 名が選出され、金正日
総書記を筆頭に朝鮮式カナタラ順で公表された。また、党中央委員会政治局は常務委員会委員 5名・政
治局委員 12名（常務委員会委員 5名を除く）・政治局候補委員 15名の合計 32 名、党中央委員会書記
局は総書記 1名と書記 10名の合計 11名、党中央軍事委員会は委員長 1名・副委員長 2名・委員 16名
の合計 19名、党中央委員会部長級は部長 14名と『労働新聞』主筆 1名の合計 15名が、それぞれの区
分ごとに公表された。これら各区分の中央委員はカナタラ順ではないため、事実上の序列を表している
ものと解される。
本稿ではこれら中央委員 124 名のうち、職責・経歴共に不明であるか分類が困難な者 9名（党中央委



















階層区分 階層別人数 党・政治系統 軍事・治安系統 経済・技術系統
政治局
常務委員 5 3（60.0） 2（40.0） 0（0.0）
委員 12 7（58.3） 4（33.3） 1（8.3）
候補委員 15 8（53.3） 4（26.7） 3（20.0）
全政治局員 32 18（56.3） 10（31.3） 4（12.5）
書記局書記 11 9（81.8） 0（0.0） 2（18.2）
中央軍事委員会 19 5（26.3） 14（73.7） 0（0.0）
部長級 15 9（60.0） 3（20.0） 3（20.0）
部長級以上 49 23（46.9） 21（42.9） 5（10.2）
その他の中央委員 66 15（22.7） 30（45.6） 21（31.8）

























序列 職責 氏名 その他の職責 系統区分
1 常務委員 金正日 総書記・党中央軍事委員長・最高司令官・元帥・国防委員長 党・政治
2 常務委員 キム・ヨンナム 最高人民会議常任委員長 党・政治
3 常務委員 チェ・ヨンリム 内閣総理 党・政治
4 常務委員 チョ・ミョンロク 人民軍総政治局長・次帥・国防委第 1副委員長 軍事・治安
5 常務委員 リ・ヨンホ 党中央軍事委副委員長・総参謀長・次帥 軍事・治安
6 委員 キム・ヨンチュン 党中央軍事委員・人民武力部長・次帥・国防委副委員長 軍事・治安
7 委員 チョン・ビョンホ 国防委員・内閣政治局長 軍事・治安
8 委員 キム・ククテ 検閲委員長 党・政治
9 委員 キム・ギナム 党書記・党宣伝煽動部長 党・政治
10 委員 チェ・テボク 党書記・最高人民会議議長 党・政治
11 委員 ヤン・ヒョンソプ 最高人民会議常任副委員長 党・政治
12 委員 カン・ソクジュ 内閣副総理 党・政治
13 委員 ピョン・ヨンリプ 最高人民会議書記長 党・政治
14 委員 リ・ヨンム 次帥・国防委副委員長 軍事・治安
15 委員 チュ・サンソン 人民保安部長・大将・国防委員 軍事・治安
16 委員 ホン・ソクヒョン 党書記・党計画財政部長 経済・技術
17 委員 キム・ギョンヒ 党軽工業部長・大将 党・政治
18 候補委員 キム・ヤンゴン 党書記・党統一戦線部長・国防委参事 党・政治
19 候補委員 キム・ヨンイル 党書記・党国際部長 党・政治
20 候補委員 パク・ドチュン 党書記 党・政治
21 候補委員 チェ・リョンへ 党書記・党中央軍事委員・大将 党・政治
22 候補委員 チャン・ソンテク 党中央軍事委員・党行政部長・国防委副委員長 党・政治
23 候補委員 チュ・ギュチャン 党中央軍事委員・党機械工業部長 軍事・治安
24 候補委員 リ・テナム 内閣副総理 経済・技術
25 候補委員 キム・ラクヒ 内閣副総理 経済・技術
26 候補委員 テ・ジョンス 党書記・党総務部長 経済・技術
27 候補委員 キム・ピョンヘ 党書記・党幹部部長 党・政治
28 候補委員 ウ・ドンチュク 党中央軍事委員・国家安全保衛部第 1副部長・大将・国防委員 軍事・治安
29 候補委員 キム・ジョンガク 党中央軍事委員・人民軍総政治局第 1副局長・大将・国防委員 軍事・治安
30 候補委員 パク・ジョンスン 党組織指導部第 1副部長 党・政治
31 候補委員 キム・チャンソプ 国家安全保衛部政治局長・上将 軍事・治安




















































序列 職責 氏名 その他の職責 系統区分
1 総書記 金正日 政治局常務委員・党中央軍事委員長・最高司令官・元帥・国防委員長 党・政治
2 書記 キム・ギナム 政治局委員・党宣伝煽動部長 党・政治
3 書記 チェ・テボク 政治局委員・最高人民会議議長 党・政治
4 書記 チェ・リョンへ 政治局候補委員・党中央軍事委員・大将 党・政治
5 書記 ムン・ギョンドク 政治局候補委員・平壌市党責任書記 党・政治
6 書記 パク・ドチュン 政治局候補委員 党・政治
7 書記 キム・ヨンイル 政治局候補委員・党国際部長 党・政治
8 書記 キム・ヤンゴン 政治局候補委員・党統一戦線部長・国防委参事 党・政治
9 書記 キム・ピョンヘ 政治局候補委員・党幹部部長 党・政治
10 書記 テ・ジョンス 政治局候補委員・党総務部長 経済・技術




















序列 職責 氏名 その他の職責 系統区分
1 委員長 金正日 政治局常務委員（1）・総書記（1）・最高司令官・元帥・国防委員長（1） 党・政治
2 副委員長 金正恩 大将 党・政治
3 副委員長 リ・ヨンホ 政治局常務委員（5）・総参謀長・次帥 軍事・治安
4 委員 キム・ヨンチュン 政治局委員（6）・人民武力部長・次帥・国防委副委員長（3） 軍事・治安
5 委員 キム・ジョンガク 政治局候補委員（29）・人民軍総政治局第1副局長・大将・国防委員（13）軍事・治安
6 委員 キム・ミョングク 総参謀部作戦局長・大将 軍事・治安
7 委員 キム・ギョンオク 党中央委第 1副部長・大将 党・政治
8 委員 キム・ウォンホン 保衛司令官・大将 軍事・治安
9 委員 チョン・ミョンド 海軍司令官・大将 軍事・治安
10 委員 リ・ビョンチョル 空軍司令官・大将 軍事・治安
11 委員 チェ・ブイル 副総参謀長・大将 軍事・治安
12 委員 キム・ヨンチョル 人民武力部政策局長・上将・国防委員会政策室長 軍事・治安
13 委員 ユン・ジョンリン 護衛司令官・大将 軍事・治安
14 委員 チュ・ギュチャン 政治局候補委員（23）・党機械工業部長（6）・国防委員（12） 軍事・治安
15 委員 チェ・サンリョ 上将 軍事・治安
16 委員 チェ・ギョンソン 上将 軍事・治安
17 委員 ウ・ドンチュク 政治局候補委員（28）・国家安全保衛部第1副部長・大将・国防委員（11）軍事・治安
18 委員 チェ・リョンへ 政治局候補委員（21）・書記（4）・大将 党・政治






























会議第 12期第 1次会議で任命された共和国国防委員会の構成は次の＜表 5＞のとおりである。（両委員
会兼務者を下線で示す）
＜表 5＞共和国国防委員会の構成





2 第 1副委員長 チョ・ミョンロク 党政治局常務委員（4）・人民軍総政治局長・次帥 軍事・治安
3 副委員長 キム・ヨンチュン 党政治局委員（6）・党中央軍事委員（4）・人民武力部長・次帥 軍事・治安
4 副委員長 リ・ヨンム 党政治局委員（14）・次帥 軍事・治安
5 副委員長 オ・ククリョル 大将 軍事・治安
6 委員 チョン・ビョンホ 党政治局委員（7）・内閣政治局長 軍事・治安
7 委員 キム・イルチョル 人民武力部第1副部長・次帥　→解任（2010.5.13　国防委決定）































機関名 人数 チャン・ソンテク キム・ジョンガク
党政治局 32名 第 22位　政治局候補委員 第 29位　政治局候補委員
党中央軍事委員会 19名 第 19位　委員（最下位） 第 5位　委員



























名の中で「経済・技術系統」の中央委員は 26名（22.6％）であり、ほぼ 5人に 1人以上が該当するこ
とになる。
しかしながら、政治局・書記局・中央軍事委員会・党部長という部長級以上の中央委員 49名の階層




























































































































例えば朝鮮労働党は 1966 年 10 月の第 2次党代表者会直後の中央委員会第 4期第 14次全員会議で、
政治委員会の常務委員 6名・委員 4名・候補委員 9名と書記 10名、このうち兼務者を 1人と見ると実
質 21名の党指導部を選出した。だが約半年後の 1967 年 5月に開催した中央委員会第 4期 15次全員会










































できる」（1980 年党規約第 21 条）とあるので、第 6次党大会開催後 30年経過したことが党規約に反してい
るというわけではない。
２）　 例えば、金根植、「金正日時代　北韓の党・政・軍関係変化」、北韓研究学会編、『北韓の政治 2』（ソウル：景
仁文化社、2006 年）、264 ～ 265 頁（『韓国政治学会報』第 36巻第 2号（2002 年）掲載論文）。金甲植、『金
正日政権の権力構造』（韓国坡州：韓国学術情報、2005 年）、224 頁。
３）　 李鍾奭、『現代北韓の理解』（ソウル：歴史批評社、2000 年）、269 ～ 270 頁。
４）　 李珉龍、『金正日体制の北韓軍隊解剖』（ソウル：ファンクムアル、2004 年）、35頁。
５）　 カン・シンチャン、「金正日体制の先軍政治と軍事」、『北韓政治の理解』（ソウル：ウルユ文化社、2001 年）、199 頁。
６）　 これに対して、国防委員会の一定の機能を認めつつも過大評価を批判し朝鮮労働党と党中央軍事委員会が実質
的に優位にあるとした解釈として、鄭成長、「金正日時代　北韓国防委員会の位相・役割・エリート」、『世宗政





























































金根植（慶南大学校教授）、「金正日時代　北韓の党・政・軍関係変化」（『韓国政治学会報』第 36巻第 2号（2002 年）
掲載論文）、北韓研究学会・編、『北韓の政治 2』（ソウル：景仁文化社、2006 年）
鄭成長（世宗研究所首席研究委員）、「金正日時代　北韓国防委員会の位相・役割・エリート」、『世宗政策研究』第 6















































































































































































































党中央軍事委員 (1980.10)、国防委第 1副委員長 (1990.5)、最高司令官 (1991.12)、共











党組織指導部責任指導員 (1956)・副部長 (1967.10)、中央委員 (1970.11)、部長 (1971.6)、






ソ連空軍大留学 (1950-1952)、防空司令官・少将 (1975)、空軍司令官・中将 (1977.10)、


























省政治局長、党宣伝煽動部長 (1968.2)、党中央委候補委員 (1968.5)・委員 (1970.11)、












党教育部指導員 (1959)・課長 (1972)・副部長 (1976)、政務院高等教育部長兼教育委






中央党学校長 (1954.5)、党ＭＬ主義研究所長 (1962.4)、高等教育相 (1967.12)、党政治
























入隊 (1951.6)、軍団作戦上級参謀、党中央委候補委員 (1970.11)・中央委員 (1991.12)、
旅団長、師団長、地区司令部参謀長、軍団司令官、総参謀部検閲官、上将 (1992.4)、第
４軍団長、大将 (1997.2)、人民保安相 (2004.7)、人民保安部長 
軍事･
治安










金日成綜合大学 社労青中央委指導員、党中央委指導員・課長・党国際部副部長 (1986.9)・部長 (1997.4) 党･政治
国際関係大学 アルジェリア駐在大使館参事官 (1985)、外交部局長 (1990.3)・副部長 (1993.1)、 リビア駐在大使 (1996.1)、外務省副相 (2000.1)、党書記兼国際部長 (2010.9)
党･
政治




朝鮮社会主義労働青年同盟 ( 社労青 ) 海外教養指導局長 (1980)、社労青中央委副委員長














































































































































































































委員会 その他 出身 主たる経歴
系統
分類











































金日成軍事綜合大学 副総参謀長・作戦局長 (1994.7)、第 5軍団長、108 機械化軍団長 (1998.4)・大将 (1994.4) 軍事･治安
党中央委員会組織指導部第 1副部長、大将 (2010.9.27) 党･政治
金日成政治軍事大学 上将 (2003.7)、保衛司令部司令官・大将 (2009.4.14) 軍事･治安
少将 (1992.4)、中将 (1997.4)、海軍司令部司令官・上将 (2007.12)、大将 (2010.4.14) 軍事･治安
万景台革命学院 第２飛行師団長 (1990)、中将 (1992.4)、空軍司令部司令官・上将 (2008.4)、大将(2010.4.14)
軍事･
治安



































































53 カン・ドンユン 강동윤 上将 副部長











58 キム・ビョンホ 김병호 少将
59 キム・ソンドク 김성덕 上将 12期代議員380号







63 キム・チュンサム 김춘삼 中将 12期代議員366号
64 キム・テボン 김태봉 12期代議員632号 金属工業相
65 キム・ヒョンリョン 김형룡 上将










































党中央委員・副部長 (1961.9)、党中央委文書部長 (1963.10)、内閣参事 (1965.4)、政務









空軍大学長・少将 (1964.11)、空軍司令官・中将 (1967.10)、党中央委員 (1970.11)、
党作戦部長 (1989.7)、副総参謀長 (1977.10)、党政治局候補委員 (1979.9-1988.2)、大
将 (1985.4)、総参謀長 (1979.9-1988.2)、党中央委作戦部長 (1989.7)
軍事･
治安
第２経済委員長、国防委員会委員 (2003.9- ) 軍事･治安
金日成綜合大学 文化相、党中央委員会映画部長兼国家映画委員長 党･政治























第 10 師団 25 連隊長 (1948.7)、第 37 師団長 (1955.4)、民族保衛省作戦局長 (1964)、第







金日成軍事大学 総参謀部通信局長・少将 (1992.4)、中将 (1995.10)、上将 (2003.7)、第４軍団長 (2003.10) 軍事･治安
シンチャン炭鉱支配人 (2000)、電気石炭工業省　　副相・第 1副相 (2005.1) 経済・技術
平壌炭鉱機械工場初級党書記 (1979.11)、両江道甲山郡行政委地方工業管理部副部長
(1980.2)、平壌市党書記 (1982.7)、平壌市ピョンチョン区域党責任書記 (1986.10)、党


















第５軍団参謀長 (1975.9)、党中央委候補委員 (1980.10)、第４軍団長・中将 (1984.12)、

































75 リュ・ヨンソプ 류영섭 12期代議員486号 逓信相





















85 リ・ヨンギル 리영길 中将 12期代議員674号












90 パク・グァンチョル 박광철 中将 12期代議員664号
91 パク・ミョンチョル 박명철 体育相





























101 チャン・チョル 장  철 12期代議員87号
国家科学
院長
102 チョン・ギルス 전길수 12期代議員554号 鉄道相







































連隊長 (1948.8)、第４師団参謀長 (1950.7)、第 15 師団第３連隊長 (1951.4)、師団長・
少将 (1957.3)、第 5軍団長・中将 (1962.10)、第１集団軍司令官 (1968.3)、党中央委員
(1970.11)、第５集団軍司令官・上将 (1972.2)、党中央軍事委員 (1980.10)、護衛総局
長 (1984.8)、大将 (1985.4)、元帥 (1995.10)、護衛司令官 (1996.2-2004)
軍事･
治安















金日成政治軍事大学 総政治局宣伝部長 (1985.2)、第４軍団政治委員 (1989)、党中央委候補委員 (1993.12)、総政治局宣伝担当副総局長 (1994.9)、大将 (1997.2)、人民武力部副部長
軍事･
治安
平安南道安州市党責任書記 (2007.1)、黄海北道党委員会責任書記 (2010.9- ) 党･政治









科学院電子工学拠点責任者 (1999)、科学院所長 (2005)、国家科学院長 (2009.9) 経済・技術





















































































120 アン・ジョンス 안정수 軽工業相




123 オ・スヨン 오수용 1944(66)
咸鏡北道党
責任書記 12期代議員584号














委員会 その他 出身 主たる経歴
系統
分類
















龍城機械大学 龍城機械工場指導員・職場長、咸興圧縮機工場支配人、龍城機械連合総局長、龍城機械連合企業所支配人 (2000.12)、内閣副総理兼機械工業相 (2010.6)
経済・
技術




金日成綜合大学 朝鮮中央放送委副委員長 (1982.7)・テレビ総局副総局長 (1983.5)・総局長 (1991) 党･政治
不明






総政治局組織副局長・少将 (1968)、第 4軍団政治部長 (1970.6)、人民武力部後方総局長・












空軍第７師団参謀長 (1984)、第３戦団副司令官 (1987.4)・司令官 (1990)、防空司令部
第１戦団長 (1991-1992)、中将 (1992.4)、上将 (1995.10)、空軍司令官 (1995-2008)
軍事･
治安









注 7． 2010 年 11 月 6日、政治局序列第 4位に位置するチョ・ミョンロク常務委員・人民軍総政治局長・国防委員会第１副委員長が
死亡した。
注 8．2011 年 1月 22日、政治局序列第 30位に位置するパク・ジョンスン候補委員・党組織指導部第 1副部長が死亡した。

